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１ 開  会 

２ あいさつ 

３ 会議事項 

 ⑴ 松本地域公共交通会議 

   【議案第１号】令和５年秋ダイヤ改正について 

 ⑵ 松本地域公共交通協議会 

【議案第１号】松本地域公共交通利便増進実施計画の一部変更について 

【議案第２号】エリア一括協定運行事業に伴う国庫補助金の諸手続きに 

ついて 

【報 告 事 項】地域内フィーダー系統確保維持計画の変更申請について 

４ そ の 他 

５ 閉  会 

資 料 
１ 次第 
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議 事 

１ 松本地域公共交通会議 

⑴ 協議事項 

  ア 議案第１号 令和５年秋ダイヤ改正について 

   ○ 事務局：資料に基づき説明 

   ○ 委 員：綿密なアンケートや乗務員へのヒアリングを通してダイヤ改正

を検討しているが、今後のダイヤ改正のスケジュールや検証の

予定は。 

   ○ 事務局：今後、今回のようなアンケート調査を毎回行うことは考えてい

ないが、ＨＰを通じてご意見をいただくことや、期間を区切っ

てバス車内にアンケートを設置するといったことを通してご意

見を整理し、見直しを検討していく。１１月からはチケットＱ

Ｒの運用が始まり、利用状況を把握しやすくなる。そういった

データも整理し、ニーズに応じた見直しをしていきたい。ま

た、ダイヤ編成会議も定期的に開催して、課題を整理する。 

   ○ 委 員：実績データの数字だけが先行することのないよう、調整を進め

てほしい。 

   ○ 委 員：南松本・平田線で危険交差点回避によるルート変更があった

が、南松本・山形線のルート変更はないか。 

   ○ 事務局：南松本・山形線は、二子橋を渡った後右折するため、変更の予

定はない。 

   ○ 委 員：交差点付近の渋滞具合も考慮しながら対応いただきたい。 

   ○ 事務局：渋滞の状況等確認しながら調整する。 

   ○ 委 員：公設民営なので、今回の改正に反映できなかった意見や安全性

の確保について、市から丁寧な説明が必要かと思うが、今後ど

うしていくのか。 

   ○ 事務局：公設民営については、行政と民間事業者が一緒になって質を高

めていくという官民共創の視点で制度化を進めてきた。市は住

民意見等を吸い上げて計画を策定するが、策定にあたっては民

間事業者の培ってきた経験や知識を反映させて改善や見直しを

しながら持続可能な交通を目指していく。ダイヤ編成会議でも

市から提案するだけでなく、情報提供いただきながら協議をし

て改善箇所の選定を行ってきた。反映できなかったご意見につ

いて、少しでも改善できる点は取り組んでいきたい。今後の編

成の在り方については委員の皆様からもご意見を頂きながら考

えていきたい。 

   ○ 委 員：アンケート結果を市民にどう示すのか。 

   ○ 事務局：議会での説明、市長の記者会見、ＨＰ等により市民周知をして

いく。 

 

２ 松本地域公共交通協議会 

⑴ 協議事項 

  ア 議案第１号 松本地域公共交通利便増進実施計画の一部変更について 



   ○ 事務局：資料に基づき説明 

   ○ 委 員：利便増進実施計画中にダイヤや便数、距離等を明記しているた

め、今後ルートや時間を変更する際も計画を書き換えて再度大

臣認定を受ける手続きが必要になると思う。せっかく公設民営

になったが、ダイヤ等を設定する際は都度大臣認定を受け、今

回のように協議会を開催しなければならないのは市の負担も大

きいと思うが、この先そういった手続きが簡易になることはあ

るか。 

   〇 事務局：今後の改正にあたっては前準備の段階で国土交通省等に相談し

ながら進めていく。国の見解があればお聞きしたい。 

   〇 運輸局：１０月から新しく、軽微な変更の手続きを法律上で追加した。

軽微な変更にあたるか否かは個別相談となるが、可能な限り軽

微な変更に関しては認定ではなく届出で取扱いをしたい。また

変更の内容に応じてご相談していきたい。 

  イ 議案第２号 エリア一括協定運行事業に伴う国庫補助金の諸手続きについ

て 

   ○ 事務局：資料に基づき説明 

     ＜質問、意見がなく了承＞ 

 ⑵ 報告事項 

地域内フィーダー系統確保維持計画の変更申請について 

  ○ 事務局：資料に基づき説明 

     ＜質問、意見がなく了承＞ 

 

 ⑶ その他 

   〇 事務局：これまでは年３回程度協議会を開催していたところ、公設民営

をスタートして協議事案が増え、計画策定等の様々な手続きに

伴っては書面協議による取り纏めもさせていただいた。公設民

営となり定期的に開催しているダイヤ編成会議の検討結果につ

いても、今後この公共交通会議でお諮りしていきたい。場合に

よってはダイヤ編成会議の中で決めた内容について、書面等に

よる協議をお願いすることも出てくると思う。対面で行う会議

については年に何回行うか等将来を見据えて計画的に進めてい

く。今後の進め方についてご意見があれば頂きたい。 

   〇 委 員：意見を聞く部分についてはもっとオープンでもいいと思う。例

えば高校生をオブザーバーとして入れることや、病院の中で会

議を行う等、市民がもっと公共交通に関与できるよう進めてい

くとよいのでは。今後５年間、より良い公共交通を一緒に作り

たい。 

   ○ 事務局：できるだけ広く市民の声を取り入れられるような取組みを検討

したい。 

 

以上  

  


